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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電気スチームアイロンの外側表面を形成するケース体と、前記ケース体には手持ちの手柄
があり、前記ケース体の下に設置され、その底面は衣服アイロン用のアイロン面に形成す
るアイロンベースと、アイロンベースの上には一つのスチーム生成室が設置され、前記ス
チーム生成室には給水口と、前記アイロン面に設置されたスチームノズルとが設置され、
アイロンベースと、スチーム生成室とを加熱させる加熱装置と、
ケース体の裏に設置され、一つの給水口と、一つの出水口とを備え、前記出水口と、スチ
ーム生成室の給水口との間は導水管によってつながる水槽と、
前記導水管に設置され、水槽の水は導水管を経由し、アイロンベースの上のスチーム生成
室に注入される水ポンプと、
ケース体に設置され、前記水ポンプを駆動させるモーターとがあり、
　前記水ポンプは往復式の水ポンプで、そのピストン棒の延伸先端には一つのカム機構が
設置され、前記ピストン棒を往復に押圧し、前記カム機構の回転軸は減速機構によって、
前記モーターの回転軸と回転できるように接続し、
　前記ピストン延伸先端の周りと対応したケース体は一つの囲壁によって、一つの滑り台
に形成し、前記滑り台内にはピストン延伸先端にもたれた一つのスライダーが設置され、
前記カム機構のカム周縁は前記スライダーにもたれるようにし、
　前記スチーム生成室には湾曲管状な内室があり、前記給水口と、スチームノズルとが別
々にその両端に位置するようにしたことを特徴とする電気スチームアイロン。
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【請求項２】
前記加熱装置には前記アイロンベースに埋め込んだ電気加熱管と、それに前記電気加熱管
と電気的に接続し、アイロンベースにもたれた温度感知点のある温度制御装置とがあり、
前記温度制御装置には温度調節用のノブが設置されるようにしたことを特徴とする請求項
１記載の電気スチームアイロン。
【請求項３】
前記水槽は前記ケース体の前上部に設置され、前記手柄は前記水槽の上に設置され、それ
に後ろの方へ延伸し、前記水ポンプは前記水槽の上端に設置され、前記ピストン棒は縦方
向に延伸し、前記ピストン棒の延伸先端は上向きで、水槽の出水口は水ポンプの下給水口
とつながり、それに、前記出水口の裏側には水槽内の底まで延伸した一つの吸水管が設置
され、前記吸水管は出水口において前記導水管と接続する構造であることを特徴とする請
求項１記載の電気スチームアイロン。
【請求項４】
前記ケース体には前記モーターの作動や停止を制御するボタンが設置されるようにしたこ
とを特徴とする請求項１記載の電気スチームアイロン。
【請求項５】
前記減速機構には前記モーターの出力軸に固定されたウォームと、前記ウォームとかみ合
ったウォームギアと、前記ウォームギアと同軸に固定された第一ギアと、それに前記第一
ギアとかみ合い、前記カム機構の回転軸に固定された第二ギアとがあるようにしたことを
特徴とする請求項１記載の電気スチームアイロン。
【請求項６】
前記第一ギアの回転軸と、第二ギアの回転軸とは前記ケース体に設置され、そして、電気
アイロンの左右方向へ延伸し、前記モーターの出力軸は上下方向へ延伸するようにしたこ
とを特徴とする請求項５記載の電気スチームアイロン。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか一項に記載の電気スチームアイロンにおいて、モーターを水ポン
プの持続的な動力源として、１）電気アイロンの水槽と、アイロンベースのスチーム生成
室との間の導水管には水ポンプが設置され、２）前記水ポンプをモーターで持続的に駆動
させ、水槽の水は導水管を経由し、前記スチーム生成室に持続的に注入され、３）加熱部
材でアイロンベースを加熱し、スチーム生成室に注入された水を加熱させ、スチームに形
成してから、アイロンベース底部から噴出する電気アイロンからスチームを噴出させる方
法。
【請求項８】
前記水ポンプは往復式の水ポンプで、前記モーターの回転出力は減速機構によって減速さ
せてから、往復式の線運動に切り替え、前記往復式の水ポンプのピストン棒を往復運動さ
せるようにしたことを特徴とする請求項７記載の電気アイロンからスチームを噴出させる
方法。
【請求項９】
カム機構によって、前記モーターの回転出力を往復運動に切り替えさせるようにしたこと
を特徴とする請求項８記載の電気アイロンからスチームを噴出させる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は一種の電気スチームアイロンに関し、とくに一種の電気アイロンからスチームを
噴出させる方法と、前記方法を使用した電気スチームアイロンに関する。
【背景技術】
【０００２】
電気スチームアイロンには、スチームを噴出できるという機能を有し、スチームを噴出す
るときの圧力が大きいので、よくスチーム爆発と呼ばれている。前記機能は以下の方法に
よって実現し、電気アイロンの裏には一つの水槽が設置され、アイロンベースの上には一
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つのスチーム生成室が設置され、水槽と、スチーム生成室との間は一つの導水管によって
つながり、導水管には水ポンプが設置され、前記水ポンプには手動押圧の駆動装置が設置
される。使用すると、加熱装置でアイロンベースを加熱し、水ポンプの駆動装置を押圧し
、水ポンプで水槽の水をくみ上げさせてから、導水管を経由し、加熱されたスチーム生成
室に吹き込んでから、形成されたスチームがアイロンベース底部のホールから噴出する。
【０００３】
前記電気スチームアイロンの問題として、手動押圧の駆動装置の操作は不便で、前記駆動
装置を押すたびに、スチームをアイロンベース底部から一回噴出し、労力を無駄にする上
で、スチームの噴出が不持続で、使用効果に影響を及ぼす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の目的として、一種の電気アイロンからスチームを噴出させる方法と、前記方法を
使用した電気スチームアイロンとを提供し、従来の電気スチームアイロンの操作は不便で
、苦労で、そしてスチームが持続的に噴出できないという不足を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術手段を採用し、
電気アイロンからスチームを噴出させる方法には、１）電気アイロンの水槽と、アイロン
ベースのスチーム生成室との間の導水管には水ポンプが設置され、２）前記水ポンプをモ
ーターで持続的に駆動させ、水槽の水は導水管を経由し、前記スチーム生成室に持続的に
注入され、３）加熱部材でアイロンベースを加熱し、スチーム生成室に注入された水を加
熱させ、スチームに形成してから、アイロンベース底部から噴出する。
【０００６】
前記電気アイロンからスチームを噴出させる方法には、その水ポンプは往復式の水ポンプ
で、前記モーターの回転出力は減速機構によって減速させてから、往復式の線運動に切り
替え、前記往復式の水ポンプのピストン棒を往復運動させる。
【０００７】
さらに、カム機構によって、前記モーターの回転出力を往復運動に切り替えさせる。
【０００８】
電気スチームアイロンには、
ほかの部材を一体に組み立てるケース体と、前記ケース体には手持ちの手柄があり、
前記ケース体の下に設置され、その底面は衣服アイロン用のアイロン面に形成するアイロ
ンベースと、アイロンベースの上には一つのスチーム生成室が設置され、前記スチーム生
成室には給水口と、前記アイロン面に設置されたスチームノズルとが設置され、
アイロンベースと、スチーム生成室とを加熱させる加熱装置と、
ケース体の裏に設置され、一つの給水口と、一つの出水口とを備え、前記出水口と、スチ
ーム生成室の給水口との間は導水管によってつながる水槽と、
前記導水管に設置され、水槽の水は導水管を経由し、アイロンベースの上のスチーム生成
室に注入される水ポンプと、
ケース体に設置され、前記水ポンプを駆動させるモーターとがある。
【０００９】
前記電気スチームアイロンには、前記水ポンプは往復式の水ポンプで、そのピストン棒の
延伸先端には一つのカム機構が設置され、前記ピストン棒を往復に押圧し、前記カム機構
の回転軸は減速機構によって、前記モーターの回転軸と回転できるように接続する。
【００１０】
さらに、前記ピストン延伸先端の周りと対応したケース体は一つの囲壁によって、一つの
滑り台に形成し、前記滑り台内にはピストン延伸先端にもたれた一つのスライダーが設置
され、前記カム機構のカム周縁は前記スライダーにもたれる。
【００１１】
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前記電気スチームアイロンには、前記加熱装置には前記アイロンベースに埋め込んだ電気
加熱管と、それに前記電気加熱管と電気的に接続し、アイロンベースにもたれた温度感知
点のある温度制御装置とがあり、前記温度制御装置には温度調節用のノブが設置される。
【００１２】
前記電気スチームアイロンには、前記スチーム生成室には湾曲管状な内室があり、前記給
水口と、スチームノズルとが別々にその両端に位置する。
【００１３】
前記電気スチームアイロンには、その水槽は前記ケース体の前上部に設置され、前記手柄
は前記水槽の上に設置され、それに後ろの方へ延伸し、前記水ポンプは前記水槽の上端に
設置され、前記ピストン棒は縦方向に延伸し、前記ピストン棒の延伸先端は上向きで、水
槽の出水口は水ポンプの下給水口とつながり、それに、前記出水口の裏側には水槽内の底
まで延伸した一つの吸水管が設置される。
【００１４】
前記電気スチームアイロンには、そのケース体には前記モーターの作動や停止を制御する
ボタンが設置される。
【００１５】
以上のように、本発明は電動式の方法を利用し、電気スチームアイロンの水ポンプを駆動
させ、従来技術と比べると、本発明には以下の特長があり、１）モーターを利用し、水ポ
ンプを働かせ、手動方法で水ポンプのピストン棒を押すまでもなく、ただモーターを作動
し、水ポンプを働かせるだけでよい、操作するのは便利で、省力で、２）モーターで水ポ
ンプを働かせ、モーターが止まらない限りには、水ポンプが持続的に働き、噴出されたス
チームが持続的で、有力で、それに均一で、３）本発明が従来の電気スチームアイロンに
も便利に利用できるが、従来の電気スチームアイロンをつくり直す必要がなく、ただ従来
の電気スチームアイロンにモーターと、カム機構とを加えるだけでよく、より低コストで
好ましい効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施一の断面図をしめす。
【図２】本発明の実施一のアイロンベースの立体概要図をしめす。
【図３】本発明の実施二の外部構造の概要図をしめす。
【図４】本発明の実施二のカム機構と、モーターと、その間の減速機構との概要図を示す
。
【図５】別の視点から見て、本発明の実施二のカム機構と、モーターと、その間の減速機
構との概要図をしめす。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
以下は図をまとめって、本発明の具体的な実施例を説明する。
実施例一、前記電気スチームアイロンには一つのケース体１があり、前記ケース体１によ
って、ほかの部材を一体に組み立て、一つの電気スチームアイロンに形成する、前記ケー
ス体１には手持ち用の手柄２があり、前記手柄２は前記ケース体１の前上方に接続し、そ
れに後ろの方へ延伸する。ケース体１の下には一つのアイロンベース３が設置され、前記
アイロンベース３の底面が衣服アイロン用のアイロン面に形成し、アイロンベース３の上
には一つのスチーム生成室３０が設置され、前記スチーム生成室３０には給水口３０１と
、前記アイロン面に設置されたスチームノズルとが設置され、前記給水口３０１は図２に
示すように、視角のせいで、図には前記スチームノズルを示さず。
【００１８】
図１に示すように、アイロンベース３と、そのスチーム生成室３０とを加熱するために、
アイロンベース３には加熱装置が設置され、前記加熱装置には前記アイロンベース３の裏
に埋め込んだ電気加熱管４１と、それに前記電気加熱管４１と電気的に接続し、アイロン
ベース３にもたれた温度感知点のある温度制御装置４２とがあり、前記温度制御装置４２
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には温度調節用のノブ４２１が設置される。前記温度制御装置４２はケース体１内の中間
部分に設置され、ノブ４２１はケース体１の上端の中間部分に設置される。前記ノブ４２
１によって、電気加熱管４１の加熱温度を調節できる。
【００１９】
図１に示すように、ケース体１内の前部が水槽６に形成し、前記水槽６には一つの給水口
６０と、一つの出水口６２とがあり、前記給水口６０はケース体１と、手柄２との接合部
の前側壁に位置し、それに、カバー６１が設置される。前記出水口６２は水槽６の上部に
設置される。
【００２０】
図１に示すように、水槽６の出水口６２の上には一つの水ポンプ５が設置され、前記水ポ
ンプ５は一つの往復式の水ポンプで、ピストンの往復運動によって、水槽６から揚水し、
前記水ポンプ５には水槽の出水口６２とつながった一つの給水口５１と、前記水ポンプ５
の側壁に設置される一つの出水口５２とがある。水ポンプで水槽６の水を排出するために
、前記給水口５１は一つの吸水管とつながり、前記吸水管は水槽６内の底まで延伸する。
図には吸水管が示さず。前記出水口５２が一つの導水管によって、図２で示したスチーム
生成室３０の吸水口３０１とつながる。図には導水管が示さず。
【００２１】
図１の示すように、水ポンプ５のピストン棒延伸先端５３には前記ピストン棒延伸先端５
３を往復に押圧できるカム機構７が設置され、一つの囲壁７１によって、前記ピストン延
伸先端５３の周りと対応したケース体１は一つの滑り台に形成し、前記滑り台内にはピス
トン延伸先端５３にもたれた一つのスライダー７２が設置され、前記カム機構７のカム周
縁は前記スライダー７２にもたれる。前記カム機構７の前側には一つのモーター８が設置
され、前記カム機構７の回転軸は減速機構によって、前記モーター８の出力軸と回転でき
るように接続する。図には減速機構を示さず、もちろん、モーター８を減速モーターに取
って代わり、減速機構を使用せずにすむ。モーター８が働くと、カム機構７のカムを回転
させ、スライダー７２によって、往復式の水ポンプ５のピストン棒の延伸先端５３を上下
方向に押圧し、水ポンプ５を揚水させる。
【００２２】
前記スチーム生成室３０の裏には湾曲状な内室に形成し、その吸水口３０１と、アイロン
ベース３のアイロン面のスチームノズルとは別々にその両端に位置する。スチーム生成室
３０の内部構造は従来技術で、図には示さず。
【００２３】
それに、ケース体１には前記モーター８の作動や停止を制御するボタンがある。ケース体
１にはまだ電気加熱管４１と、温度制御装置４２と、モーター８の制御用回路基板とがあ
り、この部分は従来技術で、ここでは詳しく説明しない。
【００２４】
前記電気スチームアイロンでスチームを噴出させる方法をまとめると、以下のようになり
、モーター８によって、前記水ポンプ５を持続的に駆動させ、水槽６の水が導水管を経由
し、スチーム生成室３０内に持続的に注入される。加熱部材でアイロンベース３を加熱し
、スチーム生成室３０内に注入された水を加熱させ、スチームに形成してから、アイロン
ベース３底部のスチームノズルから噴出する。水ポンプ５は往復式の水ポンプで、前記モ
ーター８の回転出力は減速機構によって減速し、カム機構７によって、往復運動に切り替
え、前記往復式の水ポンプのピストン棒を往復運動させる。
【００２５】
実施例二
図３に示すように、前記電気スチームアイロンには一つのケース体１があり、前記ケース
体１によって、ほかの部材を一体に組み立て、一つの電気スチームアイロンに形成させ、
前記ケース体１には手持ち用の手柄２があり、前記手柄２の両端は別々に前記ケース体１
の前上方と、後上方と接続し、ケース体１の下には一つのアイロンベース３が設置され、
前記アイロンベースの底面は衣服アイロン用のアイロン面に形成する。
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前記電気スチームアイロンの内部構造は実施例一と大体同じで、その構造は図１と、図２
とに示すように、その詳しい説明は図と、実施例一とを参考してください。
【００２７】
実施例一と違って、図３と、図４と、図５とに示すように、カム機構７と、モーター８と
、その間の減速機構７８とはケース体１の前上方の突起部１１に設置され、前記減速機構
７８には前記モーター８の出力軸に固定されたウォーム７８４と、前記ウォーム７８４と
かみ合ったウォームギア７８３と、前記ウォームギア７８３と同軸に固定された第一ギア
７８２と、それに前記第一ギア７８２とかみ合い、前記カム機構７の回転軸に固定された
第二ギア７８１とがある。前記第一ギア７８２の回転軸７８２１と、第二ギア７８１の回
転軸７８１１とは前記ケース体１の前上方の突起部１１内に設置され、そして、電気アイ
ロンの左右方向へ延伸し、前記モーター８の出力軸は上下方向へ延伸する。前記減速機構
７８は減速機能を発揮する。図５に示すように、実施例一と同じように、水ポンプ５のピ
ストン棒の延伸先端５３はカム機構７によって、上下方向に働き、水槽内の水をスチーム
生成室内に揚水させる。
【００２８】
図３に示すように、手柄２には一つの制御ボタン９が設置され、前記モーター８の作動や
停止を制御する。
【００２９】
以上のように、本発明でただ好ましい実施例を開示したが，本発明のデザインアイディア
はこれに限定されるものではなく，当業者が，本発明のアイディアと範囲に基づいて色々
変形させることは可能であり，それらは本発明の請求項の保護範囲から排除するものでは
ない。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
本発明には電気アイロンからスチームを噴出させる方法と、前記方法を使用した電気スチ
ームアイロンとを提供し、モーターを水ポンプの持続的な動力源として、使用するのは便
利で、デザインも合理で、よい工業実用性がある。
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